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待望の常設展示施設として昨年秋に開

館した登戸研究所平和資料館。地域の

歴史を伝える拠点として期待が高まる

た
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後
8
0
年
過
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地
域
の
歴
史
嶺
世
け

な
ぐ
拗

秘
密
活
動
の

〝
現
場
〃
に
誕
生

駒
ヶ
根
市
中
沢
公
民
館
に
隣

接
す
る
市
民
俗
資
料
館
は
、
1

9
1
3
（
大
正
2
）
年
に
建
て

ら
れ
た
旧
中
沢
小
学
校
の
木
造

校
舎
。
太
平
洋
戦
争
末
期
、
上
伊

那
地
方
に
疎
開
し
て
き
た
旧
陸

軍
・
登
戸
研
究
所
の
研
究
・
製

造
部
門
の
第
2
工
場
と
し
て
、

地
元
の
子
ど
も
た
ち
も
動
員
し

て
「
ハ
ハ
リ
ユ
ウ
」
と
呼
ば
れ

る
缶
詰
型
爆
弾
な
ど
を
贋
造
し

て
い
た
。
本
土
決
戦
に
備
え
、
登
戸
研

究
所
の
秘
密
活
動
が
行
わ
れ
て

い
た
最
前
線
。
こ
の
〝
現
場
〟

の
1
階
の
一
室
約
7
0
平
方
㍍
に

昨
年
1
0
月
、
登
戸
研
究
潮
調
査

研
究
会
の
「
平
和
資
料
館
」
が

誕
生
し
た
。
調
査
研
究
の
成
果

を
協
力
し
て
く
れ
た
地
域
と
共

有
し
、
後
世
に
つ
な
い
で
い
く

拠
点
と
な
る
待
望
の
施
設
。
関

係
者
の
証
言
を
は
じ
め
、
研
究

所
で
使
わ
れ
て
い
た
実
験
器
具

な
ど
の
史
料
、
研
究
所
で
使
わ

れ
た
と
さ
れ
る
風
船
爆
弾
の
模

型
な
ど
が
並
ぶ
。
今
後
は
2
階

の
部
屋
も
使
い
、
展
示
内
容
を

充
実
さ
せ
て
い
く
計
画
だ
。

市
の
施
設
を
市
立
博
扮
館
が

管
理
し
、
調
査
研
究
会
が
運
営

す
る
「
行
政
と
市
民
の
協
働
事

業
」
と
し
て
実
現
し
た
。

冬
季
は
休
館
。
3
月
か
ら
週

末
を
中
心
に
開
館
し
、
ガ
イ
ド

に
よ
る
案
内
も
行
っ
て
い
る
。

5
月
末
ま
で
に
5
6
4
人
が
来

館
。
県
内
各
地
を
は
じ
め
、
県
外

か
ら
の
訪
問
者
も
増
え
始
め
て

い
る
。
ガ
イ
ド
は
約
2
0
人
。
ガ
イ

ド
の
養
成
も
進
め
、
〝
語
り
部
〟
・

を
増
や
し
て
い
く
考
え
も
あ
る
か給

か
ら
、
駒
ヶ
根
市
立
博
物
館
に
■
．
資
料
。
価
値
は
大
変
高
い
」
と

移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

平
和
ゼ
ミ
の
顧
問
や
調
査
研

究
会
の
共
同
代
表
を
務
め
、
2

0
2
2
年
に
死
去
し
た
故
木
下

健
蔵
さ
ん
（
享
年
6
7
）
が
、
1
8

年
に
明
大
資
料
館
に
寄
贈
し
た

資
料
。
生
徒
た
ち
が
集
め
た
証

言
記
録
の
ほ
か
、
研
究
所
の
研
…

究
員
だ
っ
た
元
将
校
伴
繁
雄
さ

ん
の
証
言
映
像
記
録
も
含
ま
れ

て
い
る
。
今
月
2
日
に
平
和
資

料
館
を
訪
れ
た
、
明
治
大
の
資

料
館
長
を
務
め
る
山
田
朗
教
授

（
6
8
）
は
「
元
将
校
が
証
言
す
る

評
価
。
「
こ
こ
に
寄
贈
さ
れ
る

▲
首
が
木
下
さ
ん
の
遺
志
だ
と
恩

ご
つ
」
と
思
い
を
寄
せ
た
。

事
務
局
長
の
松
久
芳
樹
さ
ん

（
7
3
）
＝
駒
ヶ
根
市
東
伊
那
＝
は

「
調
査
研
究
と
展
示
は
調
査
研

悉
石
活
動
の
二
本
柱
。
常
設

展
示
で
き
る
資
料
館
の
開
設
は

大
き
な
意
味
が
あ
る
。
寄
贈
さ

れ
る
資
料
も
含
め
、
次
世
代
に

地
域
の
歴
史
を
ど
う
伝
え
て
い

く
か
、
改
め
て
私
た
ち
の
取
り

由
み
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
」

と
話
し
た
。


